　2006.12藤咲整形外科医院だより

　きりりとした寒気を感じるようになりました。早朝に散歩をなさっている方の中には、夜明け前の星空を見ながらなさっている方もおられることでしょう。宮沢賢治　という作家の詩の一節、「空の眠気を噛みながら行け」が思い出されます。

一方、血圧や心臓に不安のある方は、寒気の緩む、日中の散歩に切り替えると、よりよい効果があるでしょう。
血圧の内服に関して、外来でお話していることを、お伝えします。
　血圧が高いことを気にして来院される方は、自覚症状のある方と、自覚症状のない方に分かれます。自覚症状のある方は、頭が重い、肩がこる、など、何らかの不快な症状を訴えます。自覚症状のない方は、主に、健康診断などで指摘を受けた方です。
　自覚症状のある方は、内服には積極的です。肉親、近隣の方に、高血圧で苦労した方があるときには、進んで、内服治療に臨みます。自覚症状のない方は、往々にして、「何も症状が無い（だから、治療の必要は無い）」という反応を示します。
　血圧の問題は、全身の臓器に影響を及ぼすことです。脳血管障害、心疾患、など、強い症状が出ないように、予防策を立てることは重要です。予防をしても、症状が出てしまうことがあります。その際は、脳、心臓、その他各専門の科に、迅速に受診する必要があります。予防してなお、急な症状が出ることもあります。
　このことから導き出されるのは、症状が出ないうちに予防するのが最善であるということです。一刻を争う救急医療などの、ドラマチックな展開は、それこそテレビドラマに任せ、穏やかに、笑って毎日を過ごしたいものです。
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